































と表現する文献 もある。代表的なもの として、子 ども劇場おやこ劇場運動、親子映画運動、子 ども文庫等
があげ られる。子 どもを中心 とした地域 の文化環境づ くりを、市民の自主的な取 り組み として行い、さま
ざまな先駆的な活動が行われてきた。その実践は社会教育の分野で も大 きな役割を果た して きたと考 えら
れ、社会教育行政のあ り方 を考えるうえで も、そ こから多 くの教訓 を引 き出すことがで きよう。
これまでの社会教育研究 における、地域教育文化運動についての研究動向を大まかに分類すると、1970
年代、80年代、90年代の三期 に分 けることがで きる。「子 どもの学校外教育」が関心 を集め、全国に拡が り
つつある運動が注 目されはじめるのが70年代の傾向である。80年代 は、運動が よりいっそ うの広が りを見
せ、増 山(1986,1989)・佐藤(1989)の論考 を中心 に、理論研究が深まる時期である。そ してNPOやネ
ットワークな ど、市民運動をめ ぐる新 しい動 きへの注目が高 まるのが90年代だといえる。
しか し運動の内実は必ず しも明 らかに されてい るとはいえず、多 くの研 究の余地を残 している。また、
近年新 しい市民運動のあ り方 として、NPOやボランティアに注 目が集 まり、社会教育 とこれらの関わ りに、
ついて も研究が始められているが、こうした新 しい動 きと、従来の地域教育文化運動との関係 も明 らかに
されていない。 こうした状況 をふ まえて、地域教育文化運動研究の課題 として以下の三点が上げられる。
まず第一に、地域教育文化運動の実践が、それに関わる一人一人の大人 と子 どもにとって、どの ような
役割 をはたして きたかを検証することである。実際の活動の中から生まれた実践集などは数多 くの成果が
残 されているが、各個人の レベルで運動が どのような役割を果た して きたかは、未だ十分 に明らかにされ
ていない。
第二に、まちづ くり ・ネッ トワークへ の関心の高 まり、NPO・ボ ランティアといった新 しいタイプの市
民活動の興隆 と、地域教育文化運動をめ ぐる状況(運 動の量的縮小(図1参 照)・ 新たな方向の模索等)
との関係 を考察することである。前者の興隆と後者の退潮の背景 にある教育要求の変化等の要素が明 らか
にされなければならない。





















































第三に、地域教育文化運動の実践 の積 み重ねか ら得 られた成果 ・教訓から、これからの社会教育のあ り
方を展望することである。地域教育文化運動が追求 して きた、地域 における子 どもを中心 とした 「豊かな」
文化環境づ くりを、これからの社会教育の中で確かなものに してゆくための、行政 ・市民それぞれの役割
を明 らかにすることが必要 となろ う。
こうした問題意識の もと、一番 目の課題である個人 に即 した運動の教育的役割 を検証する作業 として、
子 ども劇場おやこ劇場運動 を事例 とし、活動への参与 と参加者からの聞 き取 りをお こない、そこから得 ら
れた考察 をまとめた ものが本論文である。
地 域教育文 化運動 の事例 研究 一子 ども劇 場お やこ劇 場運動
子 ども劇場おやこ劇場運動1!とは、「す ぐれた舞台芸術 を鑑賞 し、その創造 ・発展のために努力するこ
と、それを通 して子 どもの友情 と自主性、創造性 を育み、健全 な成長 をはかること2)」を目的 として、
1966年に福岡で生 まれた運動である。文化団体"福 岡子 ども劇場"の 設立(初 年度会貝192人)とい うか
たちで始 まったこの運動は、以来その理念 に賛同する人々の手に よって、各地に"劇 場"が 設立 されるこ
とで全国各地 に広が り、1997年5月現在で北海道から沖縄 までの全都道府県 に739劇場、合わせて334855人
の会員がいる(全 国子 ども劇場セ ンター調べ)。
1.社会教育における役割と成果
社会教育の分野で この運動が全体 として果た して きた役割は、これまでの研究の成果 もふ くめて以下の
四点があげ られる。
(1)舞台芸術鑑 賞の場 の提供
第一に子 どもに豊かな文化環境 を保障することを目的に、地域に親子の舞台芸術鑑賞の場 を提供 して き
たことである。それぞれの劇場の予算規模や活動方針 によって異 な りはある ものの、多 くの劇場で年4回
か ら6回の 「例会」 として、舞台鑑賞がお こなわれている。内容 は演劇がその多 くを占め、他 には人形劇、
音楽、芸能などがある。子 どもの年齢 に合わせて、高学年例会と低学年例会とに分けて設けている劇場や、








(2)地域 にお ける 「自主 活動」
第二に地域に親 と子 どもと青年の新 しい人間関係 をつ くり、遊 び、交流、学習、表現 の場 をつ くりだし
て きたことである。鑑賞活動 と並んで 「地域文化 の創造」 のために欠かすこ とので きない活動 として、
「自主活動」が位置づけられている。「自主活動」 とは、鑑賞活動以外 に会員同士が地域 でおこな う自主的
な活動 の総称で、ほ とん どの劇場では何 らかのかたちで こうした自主活動がおこなわれている。目指 され
ている ものは、「異年齢の子 ども集団づ くり」 や 「子 どもの 自発的 な自己表現の場づ くり」 といった言葉
で表 され、具体的には 「子 どもキャンプ」や 「子 どもまつ り」といった、子 どもの自主的な活動 を中心 と
したものか ら、 ドラマスクール(演 劇体験学習)、児童劇団づ くりなどの表現活動 などがある。 また親 に
対 する子育 て支援や、地域社会へ の問題提
起 の取 り組 みと して、講演会や シンポジウ
ムな どをお こなって いる劇場 、民 謡 ・太鼓




関わ りである。「青年」 とは、劇場 内の言葉
で高校生、学生、勤労青年、 フリー ター と
いった、子 ど もで もな く、子 どもを持 つ親
で もない立場で劇場 に関 わってい る若者 を
指す言葉 である。劇場運動はその当初か ら
「青年」の関わ りが会内 に位置づけ られて き
た。増 山(1986)が、劇場運動が生みだ し
た教 育的価 値 の一つ に 「子育 て にお ける
〈青年 〉の役割の発見」をあげていた ように、
独 自の集団を組織す る 「青年」は、親 とは
また違 った価値観 と立場 をもって子 どもた
ちに関わる存在であ り、その行動 力 と子 ど
もたちに対す る影響力 は、 と りわけ 「異年
齢 の子 ども集 団づ くり」 を目指す 自主活動
において、大 きな役割 を果た して きた。青
年が位置づ き、青年 ブロック独 自の活動が
年間を通 してお こなわれている劇場(表1参
照)で は、小学生、中学生、高校生、青年、そして親へ と、劇場の中でその年齢 に癒 じた役割 を果た しつ
つ育ってゆ くサイクルを認めることができる。
この ように劇場運動 における自主活動は、この運動が単なる芸術文化運動のみならず、より日常的な子
どもの生活の有様 に注 目した生活文化創造の運動 であった ことを示 している。子 どもを中心 とした新 しい
共同体のあ り方を地域 に模索する運動であったといってよい。 しか し、 こうした理念 と数々の先駆的な取
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(3)行政 への働 きか け
第三 に子 どもの文化環境の改善のための運動に取 り組み、行政に対する働 きかけを通 じて一定の成果を
あげてきた ことがあげ られる。全国的な運動 として最初に取 り組まれたものが、入場税の撤廃運動である。
劇場が運動の中心 となって署名活動や国会請願をおこない、それを通 じて免税点の引 き上げという成果を
得た。その後 もこどもの文化予算の増額、文化にかかる消費税の反対 、「子 どもの権利条約」の実現に関
する要望といった分野での運動が展開された4)。
それぞれの地域 において も、舞台鑑賞のためのホール建設運動に代表 されるように、子 どもの文化環境
整備 を目指 した運動が展 開され5)、一定の成果 をあげてきた。行政 に要求す るのみ ならず、 自分達でこど
も文化の拠点 をつ くる活動6)もあ り、注 目に値する。












Z親 、子 ども、青年それぞれにとっての劇 場運動
上に述べた ように全体 としてみれば、非常に大 きな役割 を果た してきたといえる運動 も、その理念 に対
する理解 や評価、活動への参加のあ り方は人 によって非常 にさまざまであり、より総合的な把握のために
は個人に即 した分析が必要である。劇場運動 に関わる人には大きく分けて親 ・子 ども ・青年の三者がある。
また、同 じ親の中で も運動への関わり方の違いによって、子 どもにとっても各年齢段階 に応 じて、運動か
ら得ているものは異なっている。 こうしたそれぞれに異なる劇場運動の意義 について以下では個別に考察
した。また、それぞれの末尾に、その立場 に分類 される人か らの聞 き取 りなどで得 られた声 を付 している。
(1)親と劇場 運動
まずは運動の中心 となって きた親(主 に母親)に ついて考える。活動への参与を通 じて、 こうした親の
関わ り方 はい くつかのタイプに分類出来ることがわかった。これ まで一面的に捉 えられて きた運動 も、そ
の内部にはさまざまな人の関わ り方を含み、活動から得 ているものも異 なっている。それぞれについて個
人(家 族)と 運動 との関係 を考察 してみたい。 もちろんここで示 した 「型」 は理念的な分類であ り、実際
にはさまざまな中間層が存在 し、すべ ての劇場会員がいずれかに分類 されるというもので もない。また、
当初サービス享受型であった人が次第に参加協力型へと変わり、リーダー としての役割を担 うようにな り、




運動 を、中心 となって担っているメ ンバーである。地域 に劇場 をつ くるときに発起人となった人、現在
事務局や運営委員など活動の中心 となって活躍 している人があげられる。運動の理念に対する共感 も高 く
現状への問題意識 も高い。 自らが運動を担ってい くことを自覚 しながら活動 している層 といえる。活動 も
自分の子 どものためというよりも、すべての子 どものためにするという意識が もっとも強いのがこの層 だ
といえよう。 自分の子 どものようにほかの子 どもにも接する人もあ り、子 どもが自立 し、子育てに一定の
区切 りがついた後 も劇場運動 に関わり続けていることも多い。
地域社会においては劇場運動 を通 して、またそれ以外の場においても優れた地域文化の分野のリーダー
となっていることが多い。子 どもにとっての芸術 ・文化の必要性の啓発、地域の人間関係づ くりを個人の
レベルで非常に積極的に行っているという点 において、地域の教育 ・文化の面で大 きな役割 を果た してい
る。中には個人的に子 ども文庫の世話人 をしている人7)や、劇場で子育てを終えた母親が中心 となって、
新 たに大人のための文化活動 に取 り組 む事例8}もある。 こうした人々を発掘 し、活躍の場 を与えてきた
ことも劇場運動の成果の一つに数えてよいだろう。また、運動 自体の持つ教育的機能一子どもを取 り巻 く
現状への気づ き、組織で活動する上での組織論や民主主義的手続 きの学習、活動づ くりのノウハ ウの習得
などといった、現状 に気づ き、それを変えてゆ く力を付 けること一の効果を、 もっとも強 く受けている層
で もある。ここでは個人にとって劇場運動は社会参加の場であ り、いわゆる 「自己実現」の場 ともなって
いる。ただ、全体的にその数はそれほど多 くはない。数多 くの人が活発 に活動 している劇場 もあるものの、
一つの子ども劇場 に一人か二人のことも多い とい うのが現状の ようだ。
事務局員 についても若干ふれてお きたい。劇場運動では劇団との連絡調整 など、ある程度専門的な知識
を必要 とし、 しか も金銭的にも非常に責任の重い仕事が必要 となるため、そうした仕事 を専門に行 う専従
事務局員をお き、活動の拠点 として事務所 を持 っている ところがほとん どである。事務局員 には会費収入
の中から少額ではある ものの手当が支払 われ、「子 どもの文化を専門に行 う職業」 として成 り立たせて き
た。多 くの事務局員が先導的 リーダーとして、全体の活動を通 して関わっている。
「子どもとい うのは私たちにとって夢であ り未来です。私たちの時 はあまりよくない人生であったか
もしれないけれ ど、子 どもたちの時代 こそはすばらしい時代 にしたい というふうに誰で も願うもので し
ょう。そ してそう考 えればこそ、子 どもたちには最高の ものを与えたい と思いま した。(中略)演 劇 や
音楽 を鑑賞する鑑賞例会 と、集団でいっ しょにあそんだ り、自分たちでやる自主活動。これらをや りま
しょうと出発 したのが子 ども劇場のは じまりで した」(青木1983、16頁)
「文化や芸術 は人が もつ根元的な ものを揺 さぶるものだから、それに出会った ときに人が変わるのが
実感できる。子 どもも大人 も変われる ような会に したい。自分で考えて自分で決める子どもを育て、子
どもの自立 とそれを助ける親をつ くるのが劇場の役割 だと思 う。私自身、子 どもも自分 も劇場に育てて
もらった。みんなでつ くってゆ く会なので、一人ずつを大事 にしてみんなで物事を決めてゆ くのが大切。
その中で人の話 を聞いて自分の意見 を話す ことを覚え られる。劇場は 『民主主義の学校』だと思 う。こ
れか らの地域の中で 『子どもの地域文化』に取 り組んでゆけるのは劇場 しかない と思 う。」(あるおやこ
劇場の事務局へのインタビュー より)
(B)随伴的 リーダー型
「他に人がいない」「回 り持 ちで」 といったやや消極的 な意識ではあるものの、活動の中で リーダー的
役割を果た している層である。 リーダー的役割 を果た している人の うち過半数はこうした層が占めている
ように見受けられ、会の代表者で さえそ うであることもある。どちらか といえば自治会やprA役員 を引き
受けるのに近い意識である。 もちろん劇場運動への関わ り一会員であること一自体は個々人の選択 による
ものではあるが。
ここに、劇場運動 の一つの特徴が見て取れるように思 われる。つ まり、劇場運動 その ものが理念 として
「みんなで無理を出し合 う」 ことを前提 としてお り、こうした必ず しも積極的ではな くとも、活動 自体 は
子 どもにとって必要だ と考 える人々を広 く巻 き込 むことで広 がってきた といえるか らである。時には、
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「自分が劇場運動 を中心 になって担 っている」 と考え行動す る人が、誰 もいな くても活動が成 り立ってい
るということもあ りうる。劇場運動のす ぐれて共同体的側面が見て取れるのではないだろ うか。一部の人
がサービスを提供するのではな く、当初か ら 「みんなでつ くる運動」 を意識 し、地域でそれを支 える人材
を生み出 し続けて きた、という点 にもそれがあらわれている。
先導的なリーダーと比べて、 リーダー的立場にいる期間は必ず しも長 くはない。 しかし活動を通 じた社
会参加や、学習、人間関係づ くりという点 において多 くの ものを得ているといえよう。運動 を離れたとこ
ろでも、人間関係が続 いている とい うこともある。もっとも 「いろんなことで 自分の時間がな くな りしん
どいばか りだった」「子 どもや家庭のことがかえっておろそかになって しまった」 という声 もあ り、必ず
しもそれぞれの中でプラス とばか りはとらえられてはいない し、その後運動か ら離れてい く人 もいる。 し
か し劇場運動のかなりの部分はこうした 「リーダー」 によって担われて きた といえよう。
「最初は見るだけの会員で した。たまたま時間的な余裕があって、機関誌づ くりやブロック長を引 き
受けるようにな り、その後例会部長や運営委員 を経て運営委員長 にな りました。別にそんな自分に能力
があるわけでないけれ ど、やれるかなやれるかなと、一緒 にやって くれる人 と楽 しみなが らやってこれ
ました。それでも責任をもつ立場 なので、いつ も劇場のことが頭にあって休まる暇がなかった こともあ
りました。感性 を育てるというのは目に見えないものだ しす ぐに結果 もでない、それを待ち続ける劇場
はすごい と思 うけれど、一方でみんなにそれを言 ってゆ くのがつ らいときもあ ります。最初は子 どもの
ために、あとは自分の楽 しみとして、人 と話 した り自分で作 り上げてい く楽 しみに目覚めたように思い
ます。いろんな勉強 もさせてもらい、一主婦で家事に追われる人生に終わっていたか も知れないのに く
らべ れば、ずいぶん良かったと思い ます。いろんな人に出会えていろんな話がで きて、友達がた くさん
で きたことが一番の財産です。」(あるおやこ劇場の元運営委員長へのインタビューより)
ここまで運動のリーダー的立場にある人 について検討 してきたが、留意 してお く必要があるのは、その
中のかな りの割合をいわゆる専業主婦が占めて きた ということである。畑(1995)、恒吉(1997)が指摘
しているように、 こうした女性の 自立、社会参加、主体形成の場 として劇場運動があったということもい
えよう。 また、 もう一つ リーダー的役割を果た している層 として 「青年」があげられるが、 これについて
は(3)で 考察する。
(C)参加協 力型
運動 のリーダー的な立場 には立たな くとも、鑑賞活動や 自主活動な どによく参加 し、一定の役割をひき
うけて協力する層である。単なる参加ではな く、親 を含めた 「無理 を出し合 う」関係の二端 を担い、劇場
運動の基盤を支えている層 ともい える。子 どもとともに、ある程度劇場が生活の中に位置ついてお り、少
な くとも子 どもにとって必要なことだという意識をもっている。また自分 もその関わ りに楽 しみ を見つけ
ていることが多い。実際会議などで集 まるたびに、子 どものこと、学校のこと、受験のことなどの話題で
盛 り上がる。
劇場以外にさまざまな場で活動 している人 も多い。 これはリー ダー的な役割を している人 にもいえるこ
とだが、子 ども会、prA、ボーイスカウ ト・ガールスカウ トなど、子 どもに関わる分野で積極的 に活動 し
ている人が多いように見受け られる。子 どもに対 して一定の問題意識を持つ人、関わる時間的余裕のある
人が、さまざまな分野で活動 している とい うことだろう。
この層に とって、劇場運動 とは自分 と子 どもの生活を豊かにするための関わりの一つ といえそ うだ。芸
術鑑賞の場 として、また地域で(職 場や近所づ きあい等 とともに)人 間関係 をつ くり、交流する楽 しみの
ある場所の一つ としてである。
「いとこが劇団をやっていたこともあ り、知 り合いか らも誘 われて入 りました。値段(会 費)も 最初
は高 く感 じたけれ ど、子 どもにはい ろんな世界を見せ られたと思います。画面ではなくて生で。近 くで
見に行けるの もいい。手伝 いや役 をひきうける中で母親 どうしのつなが りもできて、いろいろ聞けるの
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もいいです。」
「会議 など大変だけれ どやっていかないとしかたがない し、年上の子 どもがいる人か ら、中学校め こ
とや受験のことをいろいろ聞けるのがいい。実際にはなってみない とわか らないと思 うけれ ど、今か ら
で も気持 ちの準備ができるので。」
「引っ越 してす ぐ勧め られました。最初は自治会みたいにみんな入るものか と思っていました。看板
やポス ターづ くりもわけ も分からずやっていたけれどそれはそれで楽 しかった。劇を見るところと思っ
ていたけれどサ ークル活動 などそれ以外 にも楽 しい場があ りました。今は劇 とキャンプがメインです。
子 どもの学年や学校がちがっていて も楽 しくや らせて もらっていて、いい活動 をつ くってもらってる と
思います。子 どもだけでなく親のつなが りもあるのがいい。」(以上聞 き取 りより)
(D)サービス享受型
運動 を一緒 につ くる とい うよりも、会費 に見合ったサービス(主 に舞台鑑賞)を 享受することを主な目
的 とす る意識の層である。劇場運動 においては、「お客 さん会員」 としてあ まり好 ましくないあ り方 とさ
れてきたが、それで もおそ らくほとんどの劇場 において、 こうした傾向 をもった会員がかなりの割合を占
めているのではないか と思われる。自主活動には消極的であまり意義を見いだ さず、自分の子 どものたぬ
に舞台鑑賞の機会を与 えることが主な関心事 といえる。
自由な時間のあるな しや、運動 に対する思い入れの差 などによって、一人一人の意識に差が生まれて く
ることはさけられないことで もあろうし、 こうした人々も巻 き込 んできたか らこそ劇場運動が ここまで全
国的に広がったともいえよう。 しか し、一部の会員がサービスを提供する側 に回らざるを得 な くなり、負
担が大 きくなることもある。実際のところは劇場 によって さまざまだが、多 くの ところはそうした負担 を
積極的に引 き受ける人の存在に頼っているし、 また劇場そのものが変質 して きて、いわゆる鑑賞団体 とし
ての活動 しか行っていないところもある。理念 を全面に出 しす ぎると、かえって 「全ての活動にはついて
ゆけない」 と遠 ざかって しまう人 もいるという。劇場運動の理念 と現実の乖離が顕著に現れている面であ
る。もっとも活動に参加 した当初 は、ほ とんどの人が多かれ少なかれこうした意識を持ってお り、参加 し、
交流する中で次第 に意識 を変えてゆく人 もいる。
「自分の子どもを見ていて感性が育 っているのを感 じます。舞台の感想を書 くときもただ面白かった
と書 くだけだったのが、だんだん自分の思いを文章に表せるようになって きて。す ぐに目に見えないも
のだけれど、文化にお金 を使 うとい う意識 はもって きました。積極的には会員拡大な どで きていません
が、地域活動に誘われて参加するのは子 どもたちも喜んでいま した。最近は忙 しいの と自分の中で馬力
がな くなって しまって。」(会員か らの聞き取 りより)
「劇を観るだけだと思 っていました。他の活動 も魅力はあ りますが、子 どもが小 さいので参加 しに く
い。鑑賞だけだと思 うと会費は高い気が します。」
「何 もお手伝いで きな くて申しわけあ りませ んが、現代社会 にとってこれか ら育つ子 どもたちにとっ
て大変貴重な役割をもっている と思います。いつ もごくろうさまです。」(以上子 ども劇場船橋センター
会員 アンケー ト9}より)
(2)子どもと劇場 運動
続いて運動の対象である子 どもについて考 えてみたい。子 ども達は劇場運動か ら何 を得ているのか。子
どもを対象とした調査はあまりないが、一つの参考資料 として、1983年に全国子 ども劇場おやこ劇場連絡
会が行 った、全国の劇場の会員4980名を対象 にしたアンケー ト調査のデータの一つを見てみたい(図2)。
調査の仕方としてはやや不十分な ものであるが、ある程度の傾向は見て取 ることがで きよう。今回の調査
で得た、実際に劇場で活動 している(し て きた)子 どもと青年からの聞 き取 りとあわせて、各年齢段階ご
とに考 えてみたい。
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(A)幼児 ・小学校低学年
基本的に鑑賞活動が中心である。図2からもう
かがえるように、 もっとも楽 しみ としていること
は鑑賞活動であ り、仲間づ くりへ の関心はまだ低
い。これは年齢的に もまだ親の影響が強 く、劇場
での活動 も基本的に親 と一緒 に行 うことがほとん
どであ るか らだろ う。 また友達関係 も大抵 は同 じ
学校の近所 に住む子 どもに限 られてお り、 よ り広
い範囲か ら子 どもが集 まる劇場は、友達を作る場
と してはそ れほ ど魅力 的で はない よ うであ る。
「低学 年の うちはおいで とい った らつ いて くる」
という母親の言葉 もあ ったが、 自分の選択 として
関わっているというよりも、親に連れ られるまま
に参加 してい る面が強い。 もっ とも舞台鑑賞 自体
は非常 に楽 しみに している子 どもが多い し、 自主
活動 については、子 ども祭 りや親子キ ャンプ、表
現活動など親 とともに、 もしくは親 に参加 を勧め
られる範囲で、楽 しむ場 としてあるようである。







て、「友だ ちが増 え、異年齢や他 の地域(他 の校
区)に 友だちがで きた」 とい う項 目が大幅 に増 え
ている点があげ られる。劇場運動の、特 に自主活
動の分野で目指す 「子 どもの自主的な活動づ くり」
や、「異年齢 の子 ど も集団づ くり」 といった取 り
組みに、自分 から参加す ることがで きるようにな
って きたことの表れ といえる。親 と一緒 に行動す
るより、子 どもだけの活動 を好む傾向 もある。行
動範囲 も広が り、他校 区や異年齢 の人間関係 も視
野に入って きているとい うこともあろう。
劇 瑞 に 入 っ て よ か っ た こ と
1●生の舞白が観られ る6聖う5二なり.例金』σ崇しみ1二なった・
2.観つづ`雪る中で、集中して長 《億賃で8る ようになった●


















































とりわけ青年の活動が活発な劇場では、青年が中心 となって行 う、主 に小学校高学年以上の子 どもを対
象に した行事があ り(表1参照)、子 どもにとって大 きな魅力 となっている。こうした自主活動はひと月か
ふた月に一度 は行事があ り、 日常的な人間関係 には直接つなが らな くとも、ある程度の人間関係 をつ くる
ことができている。特 に取 り組みの中心に位置づけ られている 「子 どもキ ャンプ」では、小学生 も青年 も
みな対等 な立場であることを前提 に、「仲 間づ くり」を目標に準備段階から頻繁な取 り組みが用意 されて
いる。「劇場 を通 した人間関係づ くり」のシステムが確立 してお り、小学校高学年であれば 「自分のこと
は自分でやる」 といった、各年齢段階ごとの課題 も集団の中に共有 されている。「キャンプか ら帰 って き
て子 どもが少 した くま しくなったように見えた。」 という母親の感想 を聞いたが、異年齢集団の教育力の
現れといえよう。
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もちろん全ての子 どもが自主活動に参加するわけではな く、鑑賞活動 も重要な地位を占めている。図2
において も、「例会が楽 しみ」とい う回答はかな りの割合 に昇 っている。 しか し一方で 自己主張 も強 まっ
てお り、「舞台鑑賞が面白 くない」 とい う声 も聞かれるようになれば、それ をきっかけに退会することも
ある。 より主体的に活動を選ぶ傾向が現れている といえよう。劇場の側 も高学年例会 を設けるなど、年齢
に応 じた作品を選ぶ努力を してお り、この年齢では依然鑑賞活動が魅力的な ものとなっている。
「面白い経験がで きた。狂言 とか観た ことなかった し。バナナのたた き売 りも。初めて見た劇は まだ
覚 えてる。(子どもまつ りで)お 店とかやるの も楽 しい」(小5)
「楽 しい体験で きた。キャンプとか、劇観た りとか。でもキャンプの方が好 き。劇 を観にいかないと
いけな くて遊べ なかったときもあった」(小6以 上聞 き取 りより)
(C)中学生
小学校高学年でみ られた自主活動への意識 の高 まりが中学生ではより強 くみられる。 しか し、全体に占
めるその人数比は少な く、かな りの部分が中学校に上がる段階で劇場 を退会 している。理由 としては部活
動 、塾などで忙 しくなるからとい うものが非常に多い。一方会員 を続けている中学生にとっては、それが
より主体的な選択 によるものであ り、生活の中により大 きな位置 を占めているといえよう。自主活動や人
間関係 を重視す る傾向は、いっそう強まって くる。高校生や青年からの聞き取 りにおいて も、「キャンプ
がなかったら中学生でやめていた」「いろんな友達がで きるのが よかった。例会(鑑 賞活動)は 部活とか
であ まり行 ってない」 とい う声が聞かれた。鑑賞活動 をより重視する中学生 ももちろんいるが、概 して 自
主活動 に参加すればするほど、自主活動への思い入れが強 くな り、相対的 に鑑賞活動の地位 は下がってい
るようだ。
青年集団 とともに行 う自主活動は、中学生 にとっては身近に目標 とで きる高校生や青年がいることや、
家庭や学校 とは異なる価値観を得 る機会 となる意義を持っている。また中学生独自の活動 も行われてお り、
自ら活動をつ くる主体 として参加 しているということがいえ よう。
「得 したことは違 う学校 に友達ができたこと。子 ども嫌いも少 しましになった。たまに休 日がつぶれ
るのが損 といえば損。例会は楽 しいけれ どどちらかというと青年 とかとのキャンプとか、月に一回中学
生で集まって、会議 して遊 んでるほ うが楽 しい。それから劇場のことやってて、親の外面の良さが分か
るようになった。ちょっとしたことでその場では笑 ってて も、帰 りの車の中で うる さく言 われる。」(中
2聞 き取 りより)
(D)高校生
高校生は青年 とともに自主活動 を中心 となってつ くってゆ く役割 を担 っている。青年 とともに定期的に
集 まる場 を持 ち、子 どもを対象 としたさまざまな自主活動 を企画、運営 している。劇場の事務所を一つの
た まり場の ように して集 まり、にぎやかに しゃべ りながら、青年や母親 にせか されて、会議を進める風景
が見 られる。こうした活動を通 じて企画力、会議の技術、親や子 どもたちと関わる力、責任感 といった子
ども集団の リーダーとしての力量 を形成 している。 もっとも子 どもたちとの関係づ くりにおいては、指導
者やリーダーとして臨 むとい うより、友達づ きあいの延長 として対等な立場で関わっている ように見受 け
られる。 また活動する理由を聞いても、子 どものため とい うよりも、自分がやっていて楽 しいか らという
意識が強い。たいていの高校生は小 さい頃から劇場 に関わっているが、中には友人に誘われるな どして新
たに加わる高校生 もいる。
子 どもたちとの活動のみではな く、バ ン ドを組 んでライブをした り、府県 レベルで各劇場の高校生が一
堂 に会 して交流会 を行 うなど、自己表現の場 として、また人間関係 を広げる場 として劇場 を 「活用」 して
いるといえよう。学校や部活動での人間関係が、とりわけ学業成績や進路 に関 して均質的な集団 となりや
すいのに比べ、劇場の活動は多様 な人のつなが りを得る機会 となり、違 う価値観を学び世界 を広げる一助
なっているように思われる。 ここでの人間関係 はより日常的なものにな り、のちの ちまで続 く友人関係を
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築 くことができている。
一方鑑賞活動については、図2においては一定の意義 を見いだ してい るように見 えるが、実際の聞き取
りの中では自主活動 に大 きく意識が傾 いていた。鑑賞活動 を楽 しみにしている高校生がいないわけではな
いが、 「最近全然観にいっていない」「行ってみんなに会えるのはいいけれ ど舞台は どち らで もいい」「お
金払 ってるからまあ観 ないと損 した気はする」という声があった。実際会員数 としてはかなり少数であ り、
鑑賞活動 もどうしても小学生中心の ものになりが ちである。ある程度規模があ り、中学生以上の会員 も多
い劇場では、中学生から大人 までを対象にしたような作品にも取 り組んでいるが、その数は少ない。
「劇場をやっていて良か ったことは、友だちが多 くなったこ.と。特 に年上の人 と知 り合えたのが大 き
い。おかげで人生の豆知識が増えた。劇 を見 る習慣はついたかな。 ときどき感動 して泣いて しまうこと
もあった。」
「いろんな友だちとかおばちゃんの知 り合い とかが増えてい くのは良か った。でも母がいろいろ関わ
ってた分、行かな きゃいけない ような気分で うっとうしいこともあった。街中でいきな り(知 り合いの
母親 に)呼 び止められるの もいや。」
「毎年キャンプに行 ける。あ と他の学校 の友達がで きた。でも小学生とかうるさい ときもある。他 に
や りたいことあ る時 に時間をとられるのは困る ときがある。劇 を見 て感性が育つとかは全然そんな気が
しない。」(以上高校生か らの聞 き取 りより)
(3)青年 と劇場運 動
最後 に、劇場運動 における青年について考 えてみたい。劇場運動においては、子 どもを中心 とした自主
活動の担い手 として、 また時には、子 どもに対する情熱 を持 って劇場運動そのものを強力に推進す る役割
を果た してきた。就職先として劇場の事務局を選 び、運動に尽力 してきた青年も多い。自主活動の担い手
として子 どもたちに活躍の場 を与え、学校や家庭 とは違 った姿を引 き出すこと、子 どもにとっての身近 な
目標 となり、家庭や学校 では得 られない経験 や価値観を提供 してきたこと、そうした経験 を通 じて、親 に
対 して も親の もつそれとは異なる視点や価値観 を提供 して きたことなど、人数的 にはそれほ ど多 くなくと
も、その存在意義は大 きい。親 と子 どもだけではな く、世代 をつなぐ第三の立場 として青年を位置づけて
きたことが、活動の内実 をより豊かにしてきたとい える。子 どもたち との活動の中で用い られる歌や踊 り、
ゲームなど劇場の青年 に独 自の 「文化」 ともいえるものを発展 させてきたという面 も興味深い。交流会や
歌集づ くりなどを通 じて、全国的に広が っているの も特徴的である。
また青年自身 もその活動 を通 じて自ら学んで きた。運動に関わることで得ている もの としては、高校生
の項 目で詳 しく見て きたのと同様 のことが、よりいっそう強 まったかたちで現れている といえよう。 とり
わけどの青年 もが口をそろえるのが、劇場に関わっていなければ知 り合 えなかったような友達がた くさん
で きた、 ということである。 これは子 どもの頃か ら劇場の活動に参加 し、関わ り続けて きた青年に劇場が
残 した最大の財産 といえるか もしれない。
「みんな学校 も年 もバラバラで今 も全然違 うことやってるか ら、劇場 でなかった ら絶対お互い知 らない
ままだった。小学校の頃か らもう10年15年のつ きあいになるけれど、 これだけの人間関係ってそうそう
ないから。お互い一緒にいろんなことやってきて、今で も一緒 に飲んだ らキャンプの話 などで盛 り上が
る。 これが なかったらもっと狭い範囲の人間関係 しかで きなかった と思 う。自分 もずいぶんみんなに勉
強 させて もらった とい うか、お まえのここがあかん(よ くない)と 言って くれたこともある し、生 き方
みたいな ところで も影響 されてち ょっとは よくなったかなとも思 う。劇場 をず っと続けて こさせ てくれ
たことには親に感謝 している。」
「やっぱ り知 り合いがた くさん増 えた ことで しょう。今で も高校生の連中 とか、キャンプにきた小学生
とか、ほかの劇場の青年 とか。(中略)例 会は、子 どもの頃は楽 しんでた と思 うけれど、今はそれほ ど
でも。いかなくて もいいかなと思 うとついサボって しまう」(以上青年からの聞 き取 りより)
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3.地域教育文化運動の教育力
聞き取 り調査では、この運動の多様 な教育的役割 のあ り方が示 されている。まず第一 に、 この運動がす
べての成員に保証 して きた もの として舞台芸術鑑賞機会の提供 ということがあげられよう。子 どもにとっ
て、舞台芸術 を鑑賞する機会が年 に一度の学校公演 などにほ とん ど限 られているわが国 において、定期的
にその機会を提供 してきた運動の持つ意義は大 きい。
さらに、鑑賞活動 自体 を目的にするのみならず、それをきっかけにした さまざまな活動作 りが行 われて
いる。特 に子 ども達に対 しては異年齢の子 ども集団作 りを目指 した人間関係作 りが大切にされてお り、そ
こに参加する子 どもにとっては鑑賞活動以上に魅力あるものとして とらえられている。 とりわけ、子 ども
の頃か ら活動 に参加 して きた中学生や高校生からの聞 き取 りにはそのことが よく示 されている し、青年か
らの聞き取 りではそこから多 くを学んで きたこと、この人間関係の もつ教育力が示されているといえよう。
彼 らにとって鑑賞活動は、もはやひとつの きっかけにす ぎない。重 きがおかれるのはそこにいかなる人間
関係が存在するか ということである。
また運動に参加する目的の第一は子 どものためである親達 にとっても同様のことがいえる。聞 き取 りか
らはより長期間、 より積極的に活動 に関わるほど、 こうした人のつなが りが一人一人に とって重要 な意味
を持つようになっていることが見てとれる。関わ り方に応 じて、人間関係が生 まれ、学習 ・交流の場 とな
り、 さらには社会参加、主体形成の場 としても存在 しうることは、例えば 「随伴的リーダー型」の メンバ
ーか らの聞き取 りなどに如実に示 されているとお りである。 ここに行政や企業 によって もたらされる文化
サービス とは根本的に異なる、地域教育文化運動であることの独 自の意義 を見いだす ことがで きる。鑑賞
活動 とい う扉の向 こうに、人間関係 とそれに基礎 をお く豊かな学びの世界が広が っているのである。
他方こうした人間関係が、従来の地縁的組織 とは異なったものであることは、地域網羅的な組織でない
ことや父親の不在、関わる期 間や関わ り方の多様性等か らも言える。地域教育文化運動 における人のつな
が りとは、地域共同体の再生 といえるような、地域網羅的な組織づ くりには至 らなかったといえよう。地
域づ くりを一つの課題 として掲げてきた ものの、必ず しも 「地域 を変 える」ことに成功 したとはいえない。
逆 に運動が提起 して きた ものは、一定の地域的な基盤をもちつつも、問題意識や文化的価値観、教育要求
を、ある程度共有で きる ところでつなが る、共同体 としてのあ り方である。言 うなれば 「選択的地域コミ
ュニテ ィ」と呼ぶ ことができる。劇場運動の例でい うならば、子 どもにとっての舞台鑑賞機会の必要性 を
共有する人々、子 どもに豊かな文化環境 をと願 う人々の共同体である。つなが りの第一歩 としてこうした
価値観の共有(選 択)が あ り、その ことが共同体の構築を可能 にしているのである。
今 日の地域社会 において、かつて存在 したような地域網羅的な共同体 を構築することは、特 に都市部 に
おいては非常 に困難である。地域教育文化運動は、そう した状況の中で新 しい人のつなが りのあ り方を提
起 し、独 自の教育的役割をもつことを示 して きた。子育て という課題 を共有する親のつなが り、校区を越
えた異年齢の子 ども集団づ くり、子 どもに関わる青年層の発掘、世代 をこえた人の交流、学校や家庭 とは
異なる多様な価値観の提供等、運動が そこに関わる一人一人に提供 して きたものは、かつて地域が担い、
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運動の様子が紹介されている。
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Movementf6rCulturalandCommunityI)evelopmentExamined
from重hePerspectiveofOut・ofLsdloolEducation
FUKUSHIMAJm
Thispaperisastudyofamovementfbrculturalandcommunitydevelopment.Asacasestudy,山epaper
focusesontheOyakoGekijoKodomoGekijoUndoh(providinge可oymentoflheatricalperf6rmancesand
encoμragingpa而cipadonincommunitydevelopmentactivitiesfbrchi且drenandparents)asarep頚esentativeexample
ofsuchamovemenl.Gek輔oUndohhasallowedalargenulnberofyoungpeopleandOhildrentoe吋oyvariousf6nns
ofthea面c瓠1蛤㎡bmancesandcommunityactivitiesandachievedg1eateducationalresults.
Inthec6ntextofresearchonout-of-schooleducation,thismovementhasbeenana且yzedonlyinsufficiently
inthepast.Somelimitedresearchisavailable,buttherehavebeennostudieSdiscussingitseducahonalvalueand
effbctonindividuallifbandcommunitydevelopment.
Inth董sstudy,IconductedapalticipatoryresearchofGek麺oUndohandinterviewedmanypeop置ewhoa顕e
involvedinthemovementfbcusingparticula了lyonitseducationalimplicationsf6rparents,youngpeopleand
children.Amongparents,Ifbundoutfburtypesofparticipati6n:takingtheleadershiprole,accompanyingchi且dren,
offbdngsupportandcooperation,andel埴oyingactiVitiesthemselves.Thesefburtypesarediff6rentflomeachother,
andgaindiff6renteducationalvaluesffomthemovement.Therearedif色rentpattemsinthepref6renceofGakijo
Undohactivitiesamongyoungpeop藍eandchildrenintenmsoftheirage;youngerchilqrentendtoeI増oytheat貞cal
pe㎡bmanceswhiledderchildrentendtoe可oycommロnityactivities.However,fbrallagegroups,c血1tivationof
betterhuman爬1ationshipisregardedasthemostimpoπtantfactorbehindtheirvoluntalyparticipationintheGekOo
Undoh.Ibe且ievethatthisisthemostsignificantfbatureofthismovemenUhatindicatesthepotentialityofdeveloping
ase置ectivecommunitybasedonculturalactivities.
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